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修

士
論
文
は
、
「神
亀
五
年
三
月
二
十
八
日
格
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
古
代
の
身
分
制
度
で
あ
る
位
階
制
の
二
つ
の
体
系
で
あ
る
内

・
外
位

制
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
処
遇

の
面
で
同
列
で
あ

っ
た
内

・
外
五
位
を
、
外
五
位

の
処
遇
を
改
め
る
事
に
よ
っ
て
差
別
化
し
、
又
、
そ
れ
ま
で

外
位
と

い
う
位
階
に
無
縁
で
あ

っ
た
中
央
官
人
に
対
し
、
五
位
昇
叙
差
別
を
設
け
、
外
五
位
叙
位

の
対
象
と
し
た
事
等
、
大
き
な
影
響
を
与
え

た
神
亀
五
年
三
月
二
十
八
日
の
太
政
官
謹
奏

(以
下
神
亀
五
年
格
と
す
る
)

の
目
的

・
対
象
及
び
、
格
の
施
行
以
降

の
六
国
史
に
お
け
る
叙
位

記
事

に
お
い
て
確
認
で
き
る
中
央
官
人
に
対
す
る
五
位
昇
叙
差
別
の
運
営
と
基
準
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第

一
章
で
は
、
神
亀
五
年
格
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
特
に
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
神
亀
五
年
格
の
対
象
と
目
的
に
つ
い
て
検
討
す

る
。ま

ず
神
亀
五
年
格
の
対
象
と
し
て
、
野
村
忠
夫
氏
、
大
町
健
氏
、
仁
藤
敦
史
氏

の
三
氏
の
説
を
挙
げ
、
六
国
史
を
中
心
に
検
討
す
る
。
神
亀

五
年
格
の
対
象
に
つ
い
て
、
私
は
格
を
叙
位
規
定
を
示
す

「自
今
以
後
」
よ
り

の
記
載
を
、
神
亀
五
年
格
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
五
位
昇
叙
差

別
が
、
五
位
昇
叙
に
預
か
る
中
央
官
人
を
対
象
と
し
て
い
る
事
が
、
六
国
史
に
記
載
さ
れ
る
叙
位
記
事
よ
り
確
認
で
き
る
点
、
又
、
少
数
確
認

で
き
る
外
六
位
以
下
↓
外
五
位
↓
内
五
位
と

い
う

コ
ー
ス
を
辿
る
官
人
に
つ
い
て
も
、
外
六
位
以
下
か
ら
外
五
位
に
叙
位
さ
れ
る
段
階
、
も
し

く
は
外
五
位
か
ら
内
五
位
に
昇
る
段
階
に
お

い
て
既
に
中
央
官
人
化
し
て
い
る
事
が
考
え
ら
れ
る
点
か
ら
中
央
官
人
を
対
象
と
し
て
い
る
と
し
、
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外
五
位

の
処
遇
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
神
亀
五
年
格
の
後
半
部
分
の
対
象
は
、
格
の
作
成
目
的
が
内

・
外
五
位
の
処
遇
差
の
設
定
に
あ
る
事
か

ら
、
神
亀
五
年
格
施
行
以
後
出
現
す
る
外
五
位
中
央
官
人
も
、
従
来
の
外
位
制
外
五
位
官
人
も
含
め
た
全
て
の
外
五
位
官
人
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
神
亀
五
年
格
の
目
的
に
つ
い
て
で
は
、
対
象
の
問
題
で
と
り
上
げ
た
三
氏
の
説
に
加
え
、
高
島
正
人
氏
、
直
木
孝
次
郎
氏
の
説
も
と

り
上
げ
て
、
格

の
本
文
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
当
格
の
本
文
中
の
勅
の
内
容
か
ら
、
神
亀
五
年
格
の
最
も
重
要
な
目
的
が
、
外
五

位
の
処
遇
を
改
め
る
事
に
よ
る
内

・
外
五
位
に
対
す
る
処
遇
差
の
設
定
で
あ
る
事
に
間
違
い
な
い
事
を
明
ら
か
に
し
、
又
、
『続
日
本
紀
』
神

亀
五
年
五
月
の
叙
位
記
事
か
ら
当
格
の

「自
今
以
後
」
よ
り

「不
レ拘

此

式

」
ま
で
の
記
載
が
中
央
官
人
に
対
す

る
五
位
昇
叙
差
別

の
設
定

を
表
す
事
を
確
認
し
た
。
又
、
神
亀
五
年
格
の
こ
の
二
つ
の
役
割
に
つ
い
て
、
野
村
氏
の
提
唱
さ
れ
た

「内

・
外
階
制
」
の
成
立
と
、
大
町
氏

の
提
唱
さ
れ
た

「内

・
外
位
制
の
接
合
」
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
触
れ
、
野
村
氏
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
当
格
で
は
中
央
貴
族
の
地
方
の
諸
豪

族
に
対
す
る
優
位
性
が
確
認
で
き
な
い
点
、
又
、
氏
の
解
釈
に
よ
っ
て
発
生
す
る
二
つ
の
外
五
位
に
対
し
て
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い

事
か
ら

「内

・
外
階
制
」
は
認
め
る
事
が
で
き
な

い
と
し
、
大
町
氏
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
内

・
外
位
制
が
官
職
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る

事
に
触
れ
、
又
、
大
町
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
外
六
位
以
下
↓
外
五
位
↓
内
五
位
と

い
っ
た
昇
進

コ
ー
ス
を
辿
る
官
人
も
中
央
官
人
化
が
終
わ

っ
た

後
の
内
五
位
昇
進
で
あ
る
と
考
え
、
内

・
外
位
制
は
、
依
然
と
し
て
、
各
々
が
独
立
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
し
た
。

神
亀
五
年
格
の
果
た
し
た
役
割
の
解
釈
、
特
に
中
央
官
人
に
対
す
る
五
位
昇
叙
差
別
に
つ
い
て
、
私
は
、
中
央
貴
族
層
内
部
で
の
階
層
化
と
、

格
以
後
発
生
す
る
外
五
位
中
央
官
人
と
外
五
位
地
方
官
人
は
同
列
と
な
る
事
か
ら
、
彼
等
を
天
皇

へ
の
奉
仕
と
い
う
面
で
競
わ
せ
、
王
権
の
強

化
と

中
央
貴
族
層
の
再
編
を
目
的
と
し
た
と
す
る
仁
藤
説
が
妥
当
と
考
え
、
こ
れ
を
支
持
す
る
立
場
を
と
る
。

第

二
章
で
は
、
神
亀
五
年
格
に
よ

っ
て
設
け
ら
れ
た
中
央
官
人
へ
の
五
位
昇
叙
差
別
と
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
、
ω
神
亀
五
年
三
月
よ
り
天

平
十
八
年
三
月
、
②
天
平
十
八
年
四
月
以
降
、
鋤

『日
本
後
紀
』
以
降
、
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
、
六
国
史
に
お
け
る
叙
位
記
事
を
中
心
に
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検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
位
昇
叙
差
別
は
、
「家
門
地
」
と

「姓
高
下
」
と
い
う
二
つ
の
基
準
の
内
、
「家
門
地
」
を
重
視
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、

「姓
高
下
」
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
事
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
又
、
「姓
高
下
」
の
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
、
②
、
⑧
の
時
期
の
内
階
氏
族

の
傾
向
と
、
内
階
移
行
を
求
め
て
外
階
官
人
等
が
起
こ
し
た
愁
訴
か
ら

「朝
臣
姓
」
に
基
準
を
求
め
た
野
村
氏
の
見
解

に
対
し
て
、
私
は
、
②
、

㈹
の
時
期

の
内
階
氏
族
の
朝
臣
姓
氏
族

へ
の
集
中
と

い
う
傾
向
は
、
あ
く
ま
で
傾
向
に
す
ぎ
ず
、
彼

の
朝
臣
姓
氏
族

は
、
「姓
高
下
」
と
は
無

関
係

で
あ
り
、
む
し
ろ

「家
門
地
」
の
高
さ
を
判
断
さ
れ
て
の
内
階
移
行
で
あ
る
事
を
挙
げ
、
又
、
愁
訴
を
起
こ
し
た
官
人
等
に
つ
い
て
み
て

も
、
彼
等
は
、
そ
の
氏
族
の
地
位
の
高
さ
を
訴
え
て
い
る
事
か
ら
、
「姓
高
下
」

の
機
能
、
又
、
そ
の
具
体
的
な
基
準
を

「朝
臣
姓
」
に
求
め

る
野
村
氏
の
解
釈
を
否
定
し
た
。

し
か
し
、
ω

の
時
期
と
比
べ
て
②
、
⑧

の
時
期
の
五
位
昇
叙
差
別
に
は
、
「姓
高
下
」

の
機
能
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
外
階
氏
族
か
ら

の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
内
階
を
歩
ん
だ
官
人
に
対
す
る
改
賜
姓
で
あ
る
。
外
階
氏
族
出
身
で
あ
り
な
が
ら
内
階
を
歩
ん
だ
官
人
に
対
す
る
改
賜

姓
は
、
そ
の
外
階
氏
族
か
ら
独
立
し
て
新
た
な
内
階
氏
族
と
な
る
事
、
又
は
、
そ
れ
ま
で
に
内
階
化
し
て
い
る
氏
族

へ
の
再
編
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
り
、
例
と
し
て
坂
上
大
忌
寸
氏
等
数
氏
や
、
外
階
氏
族
の
ま
ま
内
階
氏
族
と
同
じ
姓
と
な

っ
た
官
人
は
、
そ

の
地
位
ま
で
変
化
す
る
事

な
く
外
階
を
歩
む
事
を
挙
げ
た
。
た
だ
、
こ
の
様
な
改
賜
姓
は
、
全
て
官
人
、
又
は
氏
族
の
内
階
化
後
に
行
わ
れ
て
お
り
、
五
位
昇
叙
差
別
の

判
断

の
段
階
で
は

「姓
高
下
」
の
基
準
と
し
て
の
役
割
は
殆
ど
無
く
、
姓

の
具
体
的
な
基
準
も
定
ま

っ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
章
の
結
論
と
し
て
、
六
国
史
に
お
け
る
段
階
の
五
位
昇
叙
差
別
に
お
け
る
基
準
は
、
「家
門
地
」
の
高
さ
が
全
て
で
あ
り
、
「姓
高
下
」
は

殆
ど
機
能
し
て
い
な

い
。
又
、
「家
門
地
」
が
五
位
以
上
官
人
の
輩
出
を
基
準
と
し
て
い
る
事
が
、
愁
訴
記
事
や
、
内
階
氏
族
の
外
階
転
落
よ

り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「姓
高
下
」
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
内
階
氏
族
は
朝
臣
姓
以
上
の
氏
族
が
多

い
と

い
う
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
か

ら
、
朝
臣
姓
が
基
準
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
す
る
。
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第

三
章
で
は
、
六
国
史
以
降

の
五
位
昇
叙
差
別
を
問
題
に
し
、
『江
家
次
第
』
に
お
け
る
記
事
よ
り
、
基
準
が

「家

門
地
」
か
ら

「姓
高
下
」

に
移

り
、
姓
に

つ
い
て
も
朝
臣
姓
が
基
準
と
な

っ
て
い
る
事
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
基
準
の
変
化
の
問
題
に

つ
い
て
、
『日
本
三
代
実
録
』
仁

和
三
年

の
段
階
で
は
、
基
準
が

「家
門
地
」
に
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
り
、
『権
記
』
長
徳
四
年
及
び
長
保
元
年
に
お

い
て
は
、
基
準
が

「姓

高
下
」
に
移
り
、
そ
の
姓

の
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
も
朝
臣
姓
に
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
る
事
か
ら
、
基
準
の
変
化
は
、
十
世
紀
に
起
こ

っ
た

と
す

る
。

ま

た
、
こ
の
基
準

の
変
化

の
問
題
に
つ
い
て
、
平
安
中
期
に
起
こ

っ
た
叙
爵
方
式
の
多
様
化
と
、
位
禄
を
始
め
と
し
た
禄
制
の
崩
壊

・
再
編

か
ら
成
る
律
令
官
人
制
の
再
編
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
位
階
の
形
骸
化
に
よ

っ
て
五
位
昇
叙
差
別
は
、
「姓
高
下
」

に
基
準
を
移
し
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
、
律
令
官
人
制

の
再
編
期
を
吉
川
真
司
氏
の
説
に
従

っ
て
十
世
紀
中
葉
と
捉
え
、
五
位
昇
叙
差
別
の

基
準

の
最
終
的
な
定
着
を
、
十
世
紀
中
葉
と
し
た
。

神
亀
五
年
格
に
つ
い
て
、
私
は
、
そ
の
最
重
要
目
的
を
外
五
位

の
処
遇
改
定
に
よ
る
内

・
外
五
位
の
差
別
化
に
あ

っ
た
と
し
、
又
、
内

・
外

五
位

に
差
を
設
け
る
事
に
よ

っ
て
、
外
五
位

の
叙
位
対
象
を
中
央
官
人
に
ま
で
広
げ
、
中
央
官
人
の
五
位
昇
叙
に
対
し
て

「家
門
地
」
と

「姓

高
下
」
を
基
準
と
し
た
差
別
を
設
け
た
も

の
と
考
え
た
。
中
央
官
人
の
五
位
昇
叙
差
別
は
、
中
央
貴
族
層
の
階
層
化
と
、
外
位
制
外
五
位
官
人

を
含

め
た
中
央
貴
族
層
の
再
編
、
王
権
の
強
化
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

そ

の
後
、
神
亀
五
年
格
に
よ

っ
て
設
定
さ
れ
た
五
位
昇
叙
差
別
は
、
「家
門
地
」
に
基
準
の
重
点
を
置
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
事
が
六
国
史

に
見
え
る
内
階
氏
族
と
、
そ
の
内
階
化

の
背
景
か
ら
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
十
世
紀
中
葉
に
起
こ
っ
た
律
令
官
人
制

の
再
編
と
位
階
の
形
骸

化
は
、
「家
門
地
」
に
よ
る
五
位
昇
叙
差
別

の
判
断
を
困
難
に
し
、
基
準
を

「姓
高
下
」
に
変
更
さ
せ
た
。
以
後
、
五
位
昇
叙
差
別
は
廃
止
さ

れ
る
事
な
く
運
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
神
亀
五
年

の
設
定
当
初

の
様
な
機
能
を
果
た
す
事
は
無
か

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
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神
亀
五
年
格
の
運
営
と
、
五
位
昇
叙
差
別
の
基
準
と
変
化
に
対
す
る
私
の
解
釈
は
、
以
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
亀
五
年
格

の
持

つ
問
題
の

全

て
を
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
五
位
昇
叙
差
別
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
本
研
究

が
、
神
亀
五
年
格
を
巡
る
問
題

の
解
決
に
つ
い
て
果
た
せ
た
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
幸

い
で
あ
る
。
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